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書評

がん医療の現場では，多種職・
多診療科によるキャンサーボード
などのカンファレンスが広く行わ
れ，薬剤師や看護師などの医療
チームのメンバーが，これまで以
上に CT画像を見る機会が増えて
いる．しかしながらメディカルス
タッフが読影に関する教育を受け
る機会は乏しく，放射線科医が普
段から「どのように捉え」，「何を
予測しながら」読影しているか知
ることは難しい．
本書のポイントは「序」にある
ように，到達目標を「自力で CT
読影ができる」という高いレベル
に置くのではなく，若手のメディ
カルスタッフが「症例報告会にお
ける医師の議論やカルテの記載内
容を理解し，患者さんの病態をよ
り深く理解できるようになる」と
いう，取り組みやすくかつ実践的
なレベルに設定したことだ．その
ため，全編において難解な理論に
ついては深く立ち入らずにシンプ
ルな内容に徹し，CT画像に詳し
くない読者でもスムーズに内容を

理解できる．とはいえ，初学者が
学習すべきことはしっかり押さえ
られており，その結果，本書の
ターゲットであるがん医療に携わ
るメディカルスタッフにとって非
常に理解しやすい入門書となって
いる．
本書は「章」に相当する計 7段

の「ひきだし」で構成され，1段
目の「総論」に続いて 2段目では
「正常画像」について書かれてい
る．われわれは普段から疾患を抱
える患者の画像（異常像）ばかり
見ているので「正常画像と異常像
はどのような違いがあり，その二
つをどのように比較するのか」と
いう当たり前の視点や考え方を忘
れがちなのかもしれない．以前，
ある著名な腫瘍内科の医師が，
「研修医は患者の（所見や検査値
の）悪い点ばかりを探しがちで正
常な点を見ようとしない．『（悪い
点ばかりの指摘なのに）この患者
は生きているのですか』と意地悪
く問いたい気持ちになる」とおっ
しゃっていたことがある．そうい

う意味で，「まずは正常画像を先
に学ぶ」という考え方を本書では
目次上で体現しているのは実践的
であるし，好感が持てる．また 5
段目では「臓器別」に，6段目で
は「臨床課題別」にがん CT画像
読影のポイントをさまざまなケー
スを通して詳しく丁寧に解説して
いる．本書に記載されているよう
なケースに関する知識が備われば，
多くの症例で放射線科医がどのよ
うに状態を捉え，何を予測してい
るかを推察するには十分であろう．
がん患者の CT画像から患者の

病態をより深く理解するために，
ぜひ本書を多くの方に読んでいた
だき，本書で身につけた「ひきだ
しの中身」を活用して，がん CT
画像に日々接する医療チームの一
員として活躍してほしい．
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